
寒冷地仕様が標準装備となります。

装備 ハイブリッド車 燃料電池車

エンジン冷却水（LLC）　50% ○ －

ドアミラーヒーター ○ ○

ウインドシールドデアイサー ○ ○

　

【　参考　】

装備 ハイブリッド車 燃料電池車

燃料電池（FCスタック）の冷却水　50% － ○

ミリ波ヒーター ○ ○

リヤフォグランプ ○ ○

装備

ウィンターブレード　＊

説明

FCスタックの冷却水は、標準仕様と寒冷地仕様で変更はありません。濃度も同じです。

＜補足＞
　FCスタックの冷却水は、FCスタック専用品です。
　水や他の種類の冷却水を入れると、故障の原因になりますので、絶対に入れないでください。
　FCスタック用冷却水が不足している場合は、ただちにトヨタ販売店にご連絡ください。

＜上記以外でおすすめの装備＞

説明

降雪時、通常のワイパーブレードではフレームに雪が付着し、凍りついてワイパーとしての機能が低下します。
そこで、ブレード本体を特殊合成ゴムラバーで覆い、寒さによる固着を防ぎ、雪や雨を拭き取り、視界を保つようにします。

＊　ウィンターブレードは全車販売店装着オプションです。

ミリ波レーダー専用カバーへ付着した雪等を取り除くヒーターが装着されています。

霧・雪・雨などにより視界が悪い時にクルマの存在を後続車に知らせるための赤色灯が装着されています。（図2）

＜　対象：○　　対象外：－　＞

Q：寒冷地仕様の装備を教えて。

装備は、以下の通りです。

＜　標準装備：○　　なし：－　＞

説明

寒冷地では、エンジン内を循環している冷却水の濃度が低いと凍ってしまうことが考えられるので、
冷却水が凍らないように濃度を上げております。
通常の濃度である、30%だと-15度ぐらいで凍結しますが、
濃度を50%にすると凍結温度が下がり、約-35度ぐらいにならないと凍結しなくなります。

ドアミラーを暖めて霜・露・雨滴を取り除くものです。

雪だまりや　凍結によりワイパーが動かなくなることの防止を目的にフロントガラスに熱線を配した物です。
位置は、運転席ガラスの端の部分から下の部分へＬ字型に配しています。（図1）
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